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ご　挨　拶

一般社団法人 
山形県理学療法士会会長

岩 井 章 洋

　日ごろより山形県理学療法士会にご
理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
　当会は山形県内に勤務する理学療法
士の学術技能の研鑽と資質の向上に努
め、県民の皆様の保健・医療・介護・
福祉の発展に寄与することを目的とし
て、学術活動及び社会活動を行ってい
る団体です。現在、1,027名の会員が病
院、診療所、介護保険関連施設、福祉
施設、肢体不自由児施設及び教育機関
等に勤務しています。
　理学療法士は、身体に障がいのある
方たちのリハビリテーションを行って
きた身体づくりの専門家です。理学療
法の役割は、対象者一人ひとりの状態
を把握し、対象者の持つ最大限の能力
を引き出すことであり、失われている
基本的動作能力の回復を図り、生活を
支援することです。
　当会では、病院や施設における理学
療法の技術向上のための研鑽をはじ
め、「本人の持つ能力を最大限に引き
出すというリハビリテーションの理
念」に基づく理学療法を地域で活か

し、生活する方々の自立を支援したい
と考えています。また、身体の動きを
専門とする理学療法技術を、健康寿命
の延伸に反映させるために、健康増進
や介護予防の支援に活かしたいと考え
ています。
　これまで、新型コロナウイルス感染
症感染拡大のための活動自粛による生
活不活発病の予防、働く世代の腰痛や
肩こりの予防、スポーツ支援活動、大
規模災害時の生活支援活動など幅広い
分野で活動しています。
　当会はこれらの活動を通して、県民
の皆様がより元気に歳を重ねること
や、たとえ病気や障がいあっても住み
易い地域共生社会の実現に向けて、他
の関係団体や行政の方と協力しなが
ら、会員一同努力を重ねてまいりま
す。そして、「尊厳ある自立」と「そ
の人らしい生活」を支援する身近な理
学療法士の団体として存在したいと考
えております。
　今後とも県民の皆様はじめ関係団体
の皆様のご支援ご鞭撻を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
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somu@took.co.jp

■山形支店 〒990－2323  山形県山形市桜田東二丁目1番21号
 TEL:023－642－8153 / FAX:023－623－5853
本社（仙台）・荘内営業所・鶴岡営業所・郡山営業所・ロジスティックセンター・メンテナンスセンター

オーリンク株式会社

公益社団法人 日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より転載

理学療法士とは

　理学療法は運動療法や徒手的療法、物理療法などを用いて、失われた身体の機能を回復させる
治療方法です。理学療法士は、病気やケガの回復を促し、社会や日常生活に戻るまでを支援する
役割を担います。さらに、生き甲斐やその人らしさをサポートする自立支援、生活支援、健康増
進、介護予防などの分野や、教育や研究などさまざまな場面でも活躍しています。
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通院・入院の患者様へ
理学療法の提供

訪問・通所・入所の方へ
リハビリテーションの提供

地域包括ケアシステムの中の理学療法士の関わり

　地域包括ケアシステムは、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが
できるよう地域が一体となって支える仕組みです。日本は諸外国に例をみないスピードで高齢化
が進行しており、団塊の世代が75歳以上となる2025年（令和7年）以降は、国民の医療や介護の
需要が、さらに増加することが見込まれています。そのため、住まい、医療及び生活支援・介護
予防が一体的に提供される地域包括ケアシステムの仕組みづくりが進められています。理学療法
士も、地域で暮らす方々が長く自分らしい暮らしを営めるように、支援の方法を考え活動してい
ます。

地域包括ケアシステムにおける理学療法士の役割

　理学療法士は、対象の方に合わせて自立支援や生活機能の予後評価などを各職場内で行うだけ
ではなく、多職種での連携やコミュニティの形成にも積極的に関わり、自立生活に向けた地域づ
くりに貢献できるように活動を行っています。
　理学療法士が、地域包括ケアシステムの中でどのように関わっているかを、医療、介護及び生
活支援・介護予防の分野に分けてご紹介します。
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医療分野での理学療法士の役割

　病気や事故を契機として通院や入院された患者様に理学療法を提供します。理学療法士はより
良い身体機能の回復や、求められる社会生活への適応を目指し、患者様に寄り添い、早期から必
要な運動療法を中心に提供します。
　急性期では、集中治療室で生命維持のための管理下にいる患者様（赤ちゃんを含む）や、受
傷・手術後の方、入院治療による活動性低下が原因で筋力や体力が低下した患者様を対象に理学
療法を実施します。
　リハビリテーションの継続が必要な患者様は、回復期のリハビリテーションを担う病院へと引
き継がれます。回復期では、より退院後の生活を見据えた理学療法を行います。生活環境に合わ
せた動作指導や介助指導なども行いながら、病院スタッフ、家族、ケアマネジャー、施設スタッ
フと協力し、自分らしく安心して地域で生活できるように支援をしています。

介護分野での理学療法士の役割

　介護分野は「在宅系サービス」と「施設・居住系サービス」に分かれます。 
　「在宅系サービス」は、自宅などで生活されている方が利用する在宅支援事業で、理学療法士
は通所介護事業所等での個人の身体機能に合わせた理学療法の提供に加えて、訪問リハビリテー
ションにより、対象の方が実際に生活の中で困っていることに対して、具体的な課題解決に向け
た練習や動作面・環境面でのアドバイスを行います。
　「施設・居住系サービス」は介護老人福祉施設、介護老人保健施設などに入所された方が利用
する支援事業で、施設内で個別の理学療法や生活リハビリテーションを提供し、日常生活の支援
や社会的活動への参加等を促し、生活の質の向上に努めています。

生活支援・介護予防分野での理学療法士の役割

　地域包括ケアシステム構築の一環として、要介護状態の発生やその悪化を可能な限り防ぎ、軽
減できるように介護予防・健康増進の取り組みが活発になっています。理学療法士は、地域で行
われる体操教室や講座の開催などに参画し、障がいや疾病をふまえた運動指導や生活指導に取り
組んでいます。また、当会では、市町村の地域ケア会議に会員を派遣し、理学療法士の専門知識
を活かした助言を行い、他職種の専門的な視点による助言とともに課題解決の糸口を見出せるよ
うに、連携・協力しています。



　山形県が主催する「やまがた健康長寿日本一プロジェクト」

の一環として『やまがた健康フェア2023』に当会が実行委員会

の一員として参画してきました。

　当会はこれまで高年齢層を対象に、ロコモティブシンドロー

ムの評価やアドバイス、介護予防相談などを中心に行ってきま

したが、昨年度より会場がイオンモールに変更になった事で子

育て世代や若年層が多くなり、今年度は初の試みである「就労

者に向けての腰痛指導」をテーマにブースを設けました。

　運送業や介護職の方などがご関心をお寄せいただき、腰痛に

事仕「、とるす明説をどな法方のチッレトスやり作体いくにりな

の前や休憩時間にやってみます」とお言葉をいただきました。

　例年通り、健康に関する相談も非常に多く、特に運動器の痛

みに対する相談や日常的に行える運動の方法についての質問を

多くいただきました。基本的には日本理学療法士協会作成のハ

ンドブックの内容を踏まえながら運動方法等について説明しま

した。加えて、ADLやQOLに関する様々な問題を抱える方等、

相談は多岐にわたりました。

　当日の活動はもちろんのこと、準備期間を含め会員の皆様の

協力を頂きトラブルもなく終えることができました。今後も当

会として、地域での活動を通し、県民に理学療法士を広く知っ

ていただきながら、腰痛のない健康的な体作り、さらに健康増

進・介護予防の一助となれるよう取り組んでいきたいと考えて

います。

「やまがた健康フェア2023」を終えて
公益事業推進部担当理事　
早　坂　慎　也（いちまる訪問看護ステーション）

名　　称：『やまがた健康フェア2023』
開催日時：令和５年９月23日（土）10：00～16：00／令和５年９月24日（日）10：00～15：00
会　　場：イオンモール天童

ッブドンハやシラチ、談相康健の別個、導指痛腰のてけ向に者労就（スーペストンベイＦ１ ：容　　内
ク等の配布）

　　　　　２Ｆイオンホール（ポスター展示で理学療法士についての情報発信）
スタッフ：会員19名
対 象 者：イオンモール天童への来客者
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「野球肘検診」および「障害予防クリニック」

　本事業は、“離断性骨軟骨炎”や“上腕骨内側上顆裂離”などの一般に重症化すると長期間のスポーツ活

動禁止を余儀なくされてしまう疾患のスクリーニングを行い、オフシーズン期間中にしっかりと克服しパフォーマ

ンスを向上できるようにすることを目的としています。当日は、スタッフとして県内各地より理学療法士が集まり、

また多くの野球選手にご参加いただきました。

　フィジカルチェックとして理学療法士が身体評価を行い、その結果を用いて身体の特徴をご本人にフィード

バックをしました。コンディショニング指導については、理学療法士が選手に対してストレッチの実演指導や、今

後のメンテナンスについてのアドバイスを行いました。

主催：山形県スポーツ少年団東南村山支部野球部会　山形県・山形市中体連野球部会
　　　新庄最上地区中学校体育連盟　山形県高等学校野球連盟

日時：令和5年12月2日(土)　　会場：米沢市すこやかセンター
参加者：野球選手57名(小学生36名/中学生１8名/高校生3名)　理学療法士4名

日時：令和5年12月2日(土)・3日(日)　　会場：きらやかスタジアム
参加者：野球選手294名(小学生183名/中学生111名)　理学療法士11名

日時：令和5年12月9日(土)　　会場：舟形町農村環境改善センター
参加者：野球選手60名(小中高生)　理学療法士5名

目的：野球選手のスポーツ障害の早期発見
活動内容：野球選手に対するフィジカルチェックおよびコンディショニング指導



8

疾患別死亡原因

平均寿命と健康寿命の差、男性で９年、女性で１２年 

「死亡原因の上位を占める生活習慣病」

健康寿命をのばそう ！ 
健康寿命とは? 
健康で日常生活を支障なく送ることのできる期間のこと

60才

 

65才 70才 75才 80才 85才 90才

女性

男性

平均寿命80.21才平均寿命80.21才

健康寿命71.19才健康寿命71.19才

健康寿命74.21才健康寿命74.21才

平均寿命86.61才平均寿命86.61才

9.02年9.02年

12.40年12.40年

死亡原因の上位を占める
「悪性新生物（がん）」、「心
疾患」、「肺炎」、「脳血管
障害（脳卒中）」など生活
習慣が深く関与する疾患
は、「生活習慣病」と呼ば
れています。
★「生活習慣病」を予防す
　るには、運動、食生活、
　喫煙、飲酒などの生活
　習慣の見直し・改善が
　重要です！

平均寿命と健康寿命の差
「日常生活に  　
　  制限のある」

期間

平均寿命と健康寿命の差
「日常生活に  　
　  制限のある」

期間

悪性新生物（がん）

心疾患

肺炎脳血管疾患
（脳卒中）

老衰不慮の事故

大動脈瘤・解離

慢性閉塞性肺疾患

腎不全

自殺

その他

公益社団法人 日本理学療法士協会「理学療法ハンドブック」より転載
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介護予防で健康寿命をのばそう！

地域の中での支えあいやサークル参加の例

「めざそう生活機能向上」

・ ミニコミュニティの集まり　
  ふれあい喫茶会・昼食会　自治会　婦人会　老人会など
・ 体を動かす取組み　
  体操会　ウォーキング　ダンス・舞踊　卓球の会など
・ 文化的サークルへの参加　　　　
  パソコン教室　料理教室
  絵画教室など

生活機能向上の好循環

参　加
文化サークル
地域の集まりなど

心身機能
心肺機能・筋力
歩行機能
精神的な状態

心身機能が向上すれば、活動範囲が広がる

参加の機会が増えれば、
運動量が増え
心身機能が
向上する

活動範囲が広がれば
参加の機会が
増える

活　動
家事・買い物・散歩
遠出・趣味・余暇

生活習慣病予防で健康寿命をのばそう！

理学療法士にご相談ください！

■「生活習慣病予防のための具体的な取組み」
・ 適切な運動習慣の獲得
・ 栄養バランスに配慮した食生活
・ 定期的な健康診断の受診
・ 禁煙

・ 脳血管障害（脳卒中）
・ 認知症
・ 加齢による虚弱
・ 転倒による骨折
・ 運動器の障害（腰痛、変形性関節症など）

■適度な運動が効果的！

■運動を行う際の注意点

・ 血流改善により新陳代謝が促進
・ 中性脂肪量、血糖値や尿酸値などが改善
・ 心肺機能の強化、高血圧の改善
・ 健全な生活リズムの獲得とストレスの軽減

・ 個人によって適切な運動量は異なります。
・ 過度の運動は、他の部位に支障をきたします。⇒軽めの運動から始めましょう。
・ 関節の痛みや持病のある方は、間違った運動で痛みが増したり、
  疾患が悪化したりします。⇒主治医や理学療法士への相談が大切です。
・ 少しの運動でも継続することが大切です。
⇒長く続けられる運動を取り入れましょう。

■「健康寿命をのばすことを阻害する要因」

公益社団法人 日本理学療法士協会「理学療法ハンドブック」より転載
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運動を行う際の注 意 ・ 無理にのばしたり、反動をつけて行わない。
・ 痛みがでたり、痛みが増す時は、速やかに中止する。

足のうしろあげ

正しい姿勢やバランスの保持に必要な背中からふともも後側の
筋肉を強くします。

・ 椅子の背もたれなどにつかまって
一方の足を１・２・３・４と数えながら
  うしろにゆっくりあげる。
・ ひざ直角まであげたら、
  そのまま５秒止め、
 ゆっくりおろします。

足の外開き

歩行やバランスの保持に必要な腰から
ふともも外側の筋肉を強くします。

・ 椅子の背もたれなどにつかまって
一方の足を横に１・２・３・４と
  数えながらゆっくり広げる
・ 約30度まであげたら、
  そのまま５秒止め、
 ゆっくりおろします。

スクワット

足腰の筋肉を強くし、立位バランスを高め、
階段の上り下りが楽になります。 

・ 椅子の背もたれなどにつかまって
両方のひざを一緒に、１・２・３・４と
  数えながら約３０度まげます。
・ そのまま５秒止め、ゆっくり
 のばします。

生活習慣病予防に効果がある運動は、ウォーキングなどの
有酸素運動と立って歩くために必要な筋力強化運動です。

運動習慣で健康寿命をのばそう！

ひざのばし

椅子からの立ちあがり、歩行や階段の上り下りに必要な
太ももの前の筋肉を強くします。

・ 片足づつゆっくり足をあげ、
  ひざをのばします。
・ そのまま５秒止め、
 おろします。

ウォーキング

・ ご自身の体調に合わせて約１０～３０分、できれば
  １日に２回程度歩きましょう。途中で休憩を入れて
  も結構です。

・ 少し息が早くなる程度、人と楽に会話ができる程
  度、やや汗ばみ、爽快感を味わえる程度の運動が
  最適です。

・ この程度の強さの運動を有酸素運動といいます。
  有酸素運動は、体力や筋力を良くしてくれるだけ
  でなく、血糖値を下げる、脂肪を減らす、血行を良
  くする、ストレス解消などの効果があり、生活習慣
  病予防にはとても効果的な運動です。

有酸素運動

筋力強化運動

公益社団法人 日本理学療法士協会「理学療法ハンドブック」より転載
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公立大学法人

山形県立保健医療大学

　本学は1997年に看護学科・理学療法学科・作業療法学科
の医療系短期大学から始まり、2000年に４年制大学となり
ました。これまで一貫して、他職種の役割を理解し、互いに
連携と協調のできる人材育成に取り組んできました。
　本学は医療専門職としての高い治療技術を身につける教育
に加え、ヒトの運動や生活を科学として考える素地を養う教
育を多く取り入れており、医療の発展を担う人材育成に取り
組んでいます。卒業生は山形県内に多数就職しており、県内
の医療・保健に大きく貢献しています。
　大学院教育として、2004年に博士前期（修士）課程、
2017年に博士後期（博士）課程を開設しました。社会人が
仕事を続けながら修学できるように、夜間や土曜日の講義や
オンラインでの講義を行っています。長期履修制度を利用し
て仕事や生活に合わせて修学することもできます。
　教員の地域貢献として、市民のかたがた向けの医療・保健
に関する公開講座、県内医療従事者のかたがた向けの技術講
習会を毎年行っています。学生の国際交流として、コロラド
大学理学療法学科を訪問して米国の医療に接する機会を設け
ています。「山形から世界へ」との思いを胸に、教員・学生
ともども努力しています。

アクセス

公立大学法人　山形県立保健医療大学
〒990-2212　山形県山形市上柳 260番地
TEL.023-686-6611　FAX.023-686-6674
ホームページ　https://www.yachts.ac.jp/

・JR
JR 奥羽線「南出羽駅」下車
徒歩約 10分。または、JR仙
山線・奥羽線で「羽前千歳駅」
下車、徒歩約 20分。

・バス
JR山形駅前から「県立中央病
院」行に乗り、終点下車（乗
車約 30分）、徒歩約 5分。

■ バス
・山形市役所、山交ビル、山形駅前より乗車
　「長井行き（R348山形－長井）」～医療技術専門学校前
・所要時間：
　JR山形駅前より約15分

厚生労働省指定養成施設　学校法人 諏訪学園　

山形医療技術専門学校

【学校紹介】
　本校は理学療法学科、作業療法学科を有する４年生の専門学校です。
平成７年に開校し現在までにおよそ900名の理学療法士を輩出しており、
県内の病院、施設等に多くの卒業生が勤務しております。

【連絡先】
学校法人諏訪学園　山形医療技術専門学校
〒990-2352　山形県山形市大字前明石字水下 367番地
TEL（023）645-1123　FAX（023）645-1250
ホームページ　https://www.ymisn.ac.jp/

会場：山形医療技術専門学校
内容：学校の説明、校内見学（実習室など）、個別相談
対象：受験生だけでなく、高校１・２年生、先生方、保護者の方も参加できます。
また、来校が難しい方には「オンライン個別相談」も行っております。
その他いろいろなイベントを行っておりますので、ホームページにてご確認くだ
さい。

学校見学

学　　科：医療専門課程　理学療法学科　40名
修行年限：修行年限　４年間（昼間）
選抜方法：・推薦選抜・社会人選抜・一般選抜
※詳しく知りたい方はお気軽に学校までご連絡ください。

募　　集 アクセス

Yamagata College of Medical＆Sciences

山形県内の養成校の紹介

連絡先

予約制で随時、学校見学を行っております。
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編集後記
　この広報誌は山形県理学療法士会の活動を県民の皆様に知っていただくために年に１回発行しておりま
す。今回は、理学療法士の紹介、並びに本年度における当会の活動として「やまがた健康フェア」、「野球
肘検診」をご報告させていただきました。この広報誌を通して、我々の活動が少しでも身近に感じていただ
ければ幸いです。
　当会はこれからも地域に密着した活動を心がけて参ります。今後ともよろしくお願いいたします。

山形県理学療法士会　広報部

表紙：弓張平公園


